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 現在、新潟市の胃内視鏡検診は 50 歳以上であれ

ば、毎年受診することが可能です。しかし、国の

方針では、胃内視鏡検診は 2 年に１回の受診とな

っています。 

 新潟市でも、平成 31 年度からは、胃内視鏡検診

は 2 年に１回に変更されます。年度内に偶数年齢

となる方のみが受診可能で、奇数年齢の方は受診

できません。 

 平成 29 年度に研究協力の同意を頂いた方の中

には、同年が奇数年齢の方もいました。そこで、

今後の研究検診の受診方法については、個別にご

案内をしたところです。 

 研究開始当初は、新潟市の方針変更は未確定で

あったことから、当初の案内とは受診方法につい

てご面倒おかけしますが、個別通知をご確認いた

だきますよう、お願いします。また、不明な点な 

どありましたら、いつでも胃内視鏡検診研究事務

局にご連絡ください。 

�Î �Ë�{ �Ÿ�h �®�¸ �� �0 �´ �� �Å�° �{ �c �~ �¹ ��

 これまで、毎年受けられたはずの胃内視鏡検診

が 2 年に１回になることで、不安に思われる方も

いるかもしれません。胃内視鏡検診は、これまで

行われてきたレントゲン検診に比べ、精度も高く、

より早期のがんを見つけることが可能です。しか

し、早期がんのなかには、命を落とす原因にはな

らない、非常にゆっくり育つがんも含まれていま

す。これは、「過剰診断」といわれるものです。こ

うしたがんをどんどん見つけることが、命を救う

ことにはならず、むしろ余計な検査や治療を増や

すことになり、その結果、余計なお金がかかるば

かりではなく、却って心配の種を増やすことにも

なります。 

 本当に必要な人が、必要なだけ検診を受けるこ

とで、個人の利益が最大化し理想的な受診になり

ます。 
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 新潟市の胃内視鏡検診で発見さ

れた胃がんの過去の受診歴を調べ

てみました。すると、今まで一度

も検診を受診していない人では、

進行がんの割合が大きいことがわ

かりました。さらに、1 年前、2

年前、3 年前に胃内視鏡検診の受

診歴があるかどうかを調べると、

3 年前の受診では進行がんの割合

は高くなりますが、1 年前と 2 年

前に受診歴がある場合の進行がん

の割合は、ほとんど変わらないこ

とがわかりました。さらに、生存

率を比べてみると、1 年前と 2 年

前の受診歴がある場合の発見がん

ではほぼ同等でした。しかし、3

年前の受診や受診歴がない場合は、生存率は低くなりました。 

 この結果、胃内視鏡検診の検診間隔を少なくとも 1 年から 2 年

までに延ばすことができるということになります。 

図 受診歴別胃内視鏡発見がんの生存率の比較 

ア イ リ ス レ タ ー V o l .2 

胃内視鏡検診研究事務局 ３ 

新潟市胃内視鏡検診の紹介 

AMED 研究では、新潟市、鳥取市、米子市(鳥

取県)、由利本荘市（秋田県）、金沢市(石川県)、

前橋市(群馬県)にご協力頂いています。 

新潟市で 6 月に開催された第 25 回日本消

化器がん検診学会で紹介された新潟市の胃内

視鏡検診について、紹介します。 

新潟市は、全国に先駆け、平成 15 年から

胃内視鏡検診を開始しました。当時は、厚生

労働省は胃がん検診として X 線検診のみを推

奨していましたが、医師会の先生方の熱意も

あり、導入が実現しました。 

胃内視鏡検診は、診療所をはじめとする医

療機関で行われています。対象年齢は、40 歳、

45 歳、50 歳以上です。これまでは毎年検診

を行ってきましたが、平成 31 年度からは 2

年に 1 度の隔年検診となります。 

新潟市では、導入以前から X 線検診を行っ

てきましたので、現在でも、市民は X 線と内

視鏡のいずれかを選択することが可能です。

新潟市では、X 線と合わせて約 7 万人が胃が

ん検診を受診していますが。このうち 65%(約

4 万 5 千人)が内視鏡検診を受けています。平

成 27 年度の発見胃がん数は 378 人、このう

ち 80％以上が早期がんです。胃がん発見率は

0.8%と高水準を維持しています。 

新潟市の胃内視鏡検診のアピールポイント

は、質の高いダブルチェックシステムと世界

水準の研究です。医療機関で検査された内視

鏡の画像はすべて専門医がチェックすること

により見落としを減らしています。また、新

潟市の検診データを使った研究は、国際的な

学術誌にも多く発表され、特に韓国や台湾な

どアジアの国々から注目されています。 
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